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2024 年４月 11 日 

各  位 

会 社 名   株式会社 東京エネシス 

代表者名  代表取締役社長 

社長執行役員      眞島 俊昭 

                                                       （コード番号：1945 東証プライム） 

問合せ先   執行役員 経理部長 小林 孝彦 

（ＴＥＬ ０３－６３７１－１９４７） 

 

業績予想及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

  

 最近の業績動向を踏まえ、2023 年４月 28 日に公表した業績予想及び配当予想について、下記

のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
１．業績予想の修正について 
2024 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

80,000 
百万円 

3,500 
百万円 

3,500 
百万円 

2,500 
円 銭 

72.99 

今回修正予想（Ｂ） 88,400 3,800 5,100 3,000 87.86 

増減額（Ｂ－Ａ） 8,400 300 1,600 500  

増減率（％） 10.5 8.6 45.7 20.0  

(ご参考)前期実績 

(2023 年３月期) 
79,055 3,458 2,770 2,120 61.91 

 

2024 年３月期通期個別業績予想数値の修正（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

76,000 
百万円 

3,600 
百万円 

3,700 
百万円 

2,800 
円 銭 

81.75 

今回修正予想（Ｂ） 84,700 3,700 5,000 2,800 82.00 

増減額（Ｂ－Ａ） 8,700 100 1,300 0  

増減率（％） 11.4 2.8 35.1 0.0  

(ご参考)前期実績 

(2023 年３月期) 
79,692 4,022 3,437 2,786 81.36 

 

【修正の理由】 

（連結業績予想） 

   売上高につきましては、バイオマス発電所の建設工事や水力発電所のリニューアル工事

の進捗に加えて、原子力発電所の安全対策関連工事等が増加したことから、前回予想を上

回る見込みであります。 

   各利益面につきましては、売上高の増加に加えて、経常利益では為替変動リスクの低減

を目的とした為替予約に係るデリバティブ評価益等の増加により、それぞれ前回予想を上

回る見込みであります。 
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（個別業績予想） 

  連結業績予想と同様の理由により修正しております。 

なお、当期純利益につきましては、連結子会社である Tokyo Enesys(Thailand) Co.,Ltd. 

の株式評価損(特別損失)の計上が６億円程度見込まれることから、前回予想より修正はあ

りません。 

 

 

２．配当予想の修正について 

 年間配当金 
 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 
（2023 年４月 28 日発表） 

－ 20 円 00 銭 40 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想 － 25 円 00 銭 45 円 00 銭 

当 期 実 績 

（2024 年３月期） 
20 円 00 銭 － － 

前 期 実 績 

（2023 年３月期） 

20 円 00 銭 

（普通配当 15 円 00 銭） 

（記念配当 5 円 00 銭） 

 

20 円 00 銭 

（普通配当 15 円 00 銭） 

 

（特別配当 5 円 00 銭） 

40 円 00 銭 

（普通配当 30 円 00 銭） 

（記念配当 5 円 00 銭） 

（特別配当 5 円 00 銭） 

 

【修正の理由】 

当社は、中長期的な視点に立ち、安定した配当の継続を基本に、業績、内部留保の状況及

び今後の事業展開への備え等を総合的に勘案したうえで、利益成長に応じた累進的配当の実

施を目指しております。 

2024 年３月期の期末配当予想につきましては、上記方針及び今回の業績予想の修正を踏ま

え、前回予想の 1 株当たり 20 円から５円増配し、1 株当たり 25 円に修正いたします。 

 

 
(注)上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。  

 

以 上 


